
 

 

Q  スキマバイトアプリを通して働いてもらった労働者の賃金は労働保険の年度更新に含めます

か？ 

A  確定保険料賃金総額に含める必要があります。労働保険の年度更新とは、事業主が労働保 

険料（労災保険・雇用 保険）を年度ごとに申告・納付する手続きで、 １年間に支払った総額を

もとに算出されます。この時、労働者に該当する場合、その賃金は申告対象となります。  

近年、スキマバイトアプリ経由で採用した労働者の賃金が年度更新時の賃金総額に含まれ

るのか疑問に思う方も多いでしょう。 

スキマバイトアプリの仕組みでは、企業と労働者が直接雇用契約を結ぶ形式となっています。

したがって、企業の指揮命令下で働いており企業から給与が支払われている者は、労働保険

の対象労働者として賃金を集計し、年度更新の報告に含める義務があります。 ただし、業務

委託など特殊な雇用形態で働いている場合には、労働保険の対象外となるケースもあるため

雇用契約内容を確認することが大切です。  

一方、雇用保険は、「31 日以上の雇用見込み」や「週 20 時間以上の勤務」の要件を満た

さない短期・単発労働者は、対象外となります。  

スキマバイトアプリ活用の企業が増える中、年度更新時の対応も年々複雑になっています。

スキマバイトであっても雇用実態に応じ、適正な申告が求められています。 

不明な点がある場合には、早めに社労士等の専門家に相談しましょう。   

～スキマバイトアプリで労働者を雇った場合の労働保険年度更新～ 
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